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Abstract

In 2019, teacher training based on the Core Curriculum began in Japanese universities.  English 

Literature is a compulsory subject within this curriculum. Some teacher training courses teach 

English literature in many compulsory subjects, while others teach it only in a limited range of 

subjects.  �erefore, to contribute to the latter types of courses, this study explores the learning 

items of English literature in terms of the significance of using literary materials in foreign 

language teaching. 

 This paper focuses its analysis on English education in junior high school. Authorized 

textbooks are commonly used in junior high school English classes. �is study analyzes the literary 

materials published in these textbooks and considers the type of learning content in university 

classes on English literature.

 �e learning items presented in this paper are as follows:

 1. Genres of reading materials indicated for use in the course of study for junior high school

 2. Literary materials included in junior high school English textbooks

 3. Comparison of original texts and their rephrased versions

 4. English literature in English- and non-English-speaking countries

 5. Attaining cross-cultural understanding through literary works

 6. Structures and characteristics of literary works

 7. Types of questions used in English classes

 8. Critical analysis of literary materials in English textbooks

 9. How to select literary works and create teaching materials

 10. Trial lessons and peer evaluation
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1．本稿の目的と用語の定義

1.1	 目的と考察対象

　本稿の目的は、中学校英語検定教科書（以下、中学校英語教科書と略す）を主な分析対象として、

どのような文学教材がどのように用いられているかを分析し、その結果を教職課程「英語文学」の学

習内容に反映することである。

　中学校英語教科書を分析する意図は、同校種の英語授業では教科書を用いる頻度が高いため、こ

れらを教える上で必要な能力が求められるためである。本来ならば高等学校英語検定教科書を併せ

て分析するべきであるが、紙面が限られるため、本稿では中学校英語教科書を分析対象として、高

等学校については稿を改めて論じたい。

1.2　用語の定義—文学教材、物語教材、「英語文学」と英語文学

　本稿で扱う文学教材とは、英語を教育及び学習するために、文学作品を教材化したテクストを指

す。この文学作品は、原典が英語で書かれたものに留まらず、原作者によって別の言語で書かれた

後に適切に英訳された作品も含む。例えば、もとは日本語で書かれたが、後に英語に翻訳された文

学作品を使った教材も、ここでは文学教材と呼ぶ。同様に、文学作品の一形態である物語が教材化

された場合は、物語教材と称す。

　また、本稿でカギカッコ付きで「英語文学」と記載する際、原則として教職課程の「英語文学」関

連の授業を指す。カギカッコがない場合は、授業そのものを指さない。
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2．研究の背景

2.1	「外国語（英語）コア・カリキュラム」で示された「英語文学」の目標

　2019年度から「外国語（英語）コア・カリキュラム」（以下、コア・カリキュラム）に基づいた、中・
高等学校の英語教員養成が始まった。同カリキュラムは「英語科に関する専門的事項」と「英語科の

指導法」から構成され、「英語文学」は前者に含まれる。以下にコア・カリキュラム「英語文学」の項

で示された全体目標、及び学習内容（学習項目と各項目の到達目標）をまとめる。

表1　コア・カリキュラムにおける「英語文学」

全体目標

英語で書かれた文学を学ぶ中で、英語による表現力への理解を深めるとともに、英語が使われている 国・地域の
文化について理解し、中学校及び高等学校における外国語科の授業に生かすことができる。
学習内容　　　　　　　　　　　　　

◇学習項目　 ◇到達目標

①文学作品における英語表現 ①文学作品において使用されている様 な々英語表現について理解している。
②文学作品から見る多様な文化 ②文学作品で描かれている、英語が使われている国・地域の文化について

理解している。
③英語で書かれた代表的な文学 ③英語で書かれた代表的な文学について理解している。

Note. 東京学芸大学（2017, p. 115）をもとに筆者作成。

　「英語科に関する専門的事項」に共通する特色は、中・高等学校の英語授業に資する能力育成を目

指す点である。「英語文学」も同様に、全体目標に「中学校及び高等学校における外国語科の授業に

生かすことができる」点を含めている（東京学芸大学, 2017, p. 115）。さらにコア・カリキュラムは、
「英語文学」の授業で扱うべき学習内容として、3つの学習項目（「文学作品における英語表現」、「文
学作品から見る多様な文化」、「英語で書かれた代表的な文学」）をあげ、各項目の到達目標を示して

いる。同カリキュラムは、各学習項目に対して150から200文字程度の解説を付けているが、各項
目をどのように扱えば中・高等学校の授業に「生かすことができる」のか、詳細な規定は示していな

い（東京学芸大学, 2017, p. 115）。

2.2	 「英語文学」には何単位程度の授業科目が割り当てられているのか

　コア・カリキュラムで示された「英語科に関する専門的事項」には、4つの事項（「英語コミュニ
ケーション」、「英語学」、「英語文学」、「異文化理解」）が含まれ、全体として「20単位程度を想定」
すると記されている（東京学芸大学, 2017, p. 113）。各教職課程は、4事項の1つである「英語文学」
に対して何単位程度の単位を割り当てているのだろうか。

　「英語文学」の授業が行われる学部・学科は多様である。文部科学省『令和4年4月1日現在の教員
免許状を取得できる大学一覧』は、「中学校教諭・高等学校教諭（一種免許状・二種免許状）」が取得

可能な機関名を公表している（文部科学省, 2023）。同資料によると、外国語（英語）免許を取得可能
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な学部・学科は多岐にわたり、文学を含む学部名は420、国際を含む学部名は329、教育を含む学部
名は187、外国語を含む学部名は133ある。1）少数派の学部名には、商学、経済や経営の文言を含む

場合もある。

　このような環境において、「英語文学」の授業にはどの程度の単位数が割り振られているのか。文

学部・英米文学科と、教育人間科学部・教育学科をともに持つ X大学の例をあげる。2022年度、同
大学の英米文学科は、「英語文学」の枠組みに入る学科開設科目として、「イギリス文学史Ⅰ」・「イ

ギリス文学史Ⅱ」・「アメリカ文学史Ⅰ」・「アメリカ文学史Ⅱ」（すべて必修、各2単位）、「イギリス
文学概論Ⅰ」・「イギリス文学概論 II」・「アメリカ文学概論Ⅰ」・「アメリカ文学概論Ⅱ」（イギリスま
たはアメリカ文学概論が選択必修、各2単位）が開講されており、中高の英語免許取得のためには
最低12単位の「英語文学」関連科目が必修である。一方、同大学の教育学科では「英語文学」のため
の学科開設科目として、「英文学 A」（必修、2単位）、「英文学 B」・「英国文学史 A」・「英国文学史 B」
（いずれも選択、各2単位）が開講されており、中高の英語免許取得のために最低2単位履修すれば
よいとされている（以上の情報は X大学（2022）を参照）。
　さらに、国際コミュニケーション学部・国際コミュニケーション学科と、教育学部・教育学科を

有する Y大学の例をあげる。前者の学科は、2019年度以降の入学生に対して「英語文学」（2単位）の
みを必修にしている。また、後者の教育学科は「英語文学」を学ぶ科目として「英米文学文化史 A」・
「英米文学文化史 B」の計4単位を必修科目に指定している（以上の情報は Y大学（2021, 2022）を参
照）。

　最後に、外国語学部・外国語学科と教育学部・教育学科を持つ Z大学の例を見る。前者の学科は
「英語文学」関連科目として、「英米文学入門Ⅰ」・「英米文学入門Ⅱ」（選択必修、各2単位）、「英米文
学史Ⅰ」・「英米文学史Ⅱ」（選択必修、各2単位）、「英米文学研究Ⅰ」・「英米文学研究Ⅱ」（選択必修、
各2単位）が開設されている。
　また、後者の教育学科では、「英米文学入門Ⅰ」・「英米文学入門Ⅱ」（選択、各2単位）、「英語圏の
文学Ⅰ」・「英語圏の文学Ⅱ」・「英語圏の文学Ⅲ」・「英語圏の文学Ⅳ」（選択必修、各2単位）を置いて
いるが、全て1年次配当科目になっている点が特色である（以上の情報は、Z大学（2024a, 2024b）
を参照）。

　X、Y、Z大学の例は、所属する教職課程の設置科目に応じて「英語文学」に関する科目を多く履
修して深く学ぶ場合と、限られた科目を通して英語文学について学ぶ場合があることを端的に示し

ている。このような状況を踏まえると、コア・カリキュラムが示す「英語文学」の学習内容をさらに

具体化し、限られた単位数でも中学校の英語授業に生かすことができる内容を検討する必要がある

のではないか。

　そこで以下の節では、中学校英語教科書において、どのような文学教材がどのように用いられて

いるかを分析した上で、その結果を「英語文学」の学習内容に反映させることを試みたい。
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3．中学校英語教科書における文学教材―物語教材を中心に

3.1	 中学校英語教科書と文学教材

　学習指導要領改訂に伴って、中学校では2021年度から新しい教科書が使用されている。表2に書
名、本稿で用いる略称、著作者、発行者を示す。

表2　中学校英語教科書の書名（略称）・著作者・発行者

書名　（略称）　著作者 発行者
NEW HORIZON English Course 1–3 （NH 1–3）
　　笠島準一、関典明、小串雅則、阿野幸一ほか

東京書籍

SUNSHINE ENGLISH COURSE 1-3 （SS 1–3） 卯城祐司ほか 開隆堂
NEW CROWN English Series 1-3 （NC1-3） 根岸雅史ほか 三省堂
ONE WORLD English Course 1-3 （OW1-3） 本田敏幸、金森強ほか 教育出版
Here We Go！ ENGLISH COURSE 1-3 （HWG1-3） 太田洋ほか 光村図書
BLUE SKY English Course 1-3 （BS1-3） 狩野晶子ほか 啓林館

　　 Note. 文部科学省（2022）をもとに筆者作成。略称は筆者が追加。

　上記教科書に含まれる文学教材は、巻末や単元の間に歌や詩をもとにした教材を数編載せる場合

があるものの、物語教材が中心である。この状況は、『中学校学習指導要領解説外国語編』の中で、

題材例として「説明文、意見文、感想文、対話文、物語など」が示されていることと関係するのでは

ないだろうか（文部科学省, 2017, p. 58）。

3.2　中学校英語教科書と物語教材

以下の表3-5では、学年ごとに教科書名と総頁数、物語教材が掲載されている個所の名称、単元内
で扱われているか否か、物語教材の配当頁数と配当時間、及び物語教材のタイトルと出典を示す。

表3　中学1年生英語教科書の中の物語教材

書名
（総頁）

〇掲載箇所（単元内外 , p=配当頁 , h=配当時間）
　物語教材タイトル【出典】

NH1
（174）

〇 Learning Literature in Englisha （外 , 2p, 1h）
　Peter Pan【James Barrie, Peter Pan】
　“Gon, the Fox”【新美南吉「ごん狐」】
　“Urashima Taro”【日本昔話】
　“Suho’s White Horse”【大塚勇三「スーホの白い馬」（モンゴル昔話）】
　“Beauty and the Beast”【Marie Leprince de Beaumont, “Beauty and the Beast”】
　“�e Wizard of Oz”【Lyman Frank Baum, �e Wonderful Wizard of OZ】
〇 Let’s Read 2 （外 , 3p, 3h）
　“City Lights”【Charlie Chaplin, City Lights】b
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SS1
（172）

〇 Program 10 （内 , 10p, 8h）
　“Grandma Baba’s Warming Ideas!”【さとうわきこ「そりあそび」（「ばばばあちゃんのおはなし」シリーズ）】

NC1
（186）

〇 Reading for Fun （外 , 4p, 2h）
　“Alice and Humpty Dumpty”【Lewis Carroll, �rough the Looking-Glass】

OW1
（176）

〇 Reading 1 （外 , 4p, 6h）
　“Fox and Tiger”【「虎の威を借りる狐」（中国故事）】
〇 Reading 2 （外 , 3p, 5h） 
　“An Old Woman and a Dog”【Anonymous】
〇 Reading 3 （外 , 4p, 6h）
　“�e Golden Dipper”【Leo Tolstoy, “�e Big Dipper”】
〇 Further Reading （外 , 5p, 5h）
　“�e Letter”【Arnold Lobel, “�e Letter”】

HWG1
（190）

〇 Let’s Read 2 （外 , 2p, 2h）
　“�e Lion and the Mouse”【“�e Lion and the Mouse” （Aesop’s Fables）】

BS1
（158）

〇 Let’s Read 1 （外 , 2p, 2h）
　“�e Crow and the Pitcher”【“�e Crow and the Pitcher” （Aesop’s Fables）】

計 中学１年生英語教科書総頁数 ：1,056
上記の内、物語教材の総頁数 ：     39

Note. 各英語教科書をもとに筆者作成。
a物語のあらすじや構成の理解を目指し、作品を詳細に扱っていない。
b原作は映画だが、物語教材として扱われている。

表4　中学2年生英語教科書の中の物語教材

書名
（総頁）

〇掲載箇所（単元内外 , p=配当頁 , h=配当時間）
　物語教材タイトル【出典】

NH2
（162）

〇 Let’s Read 2 （外 , 4p, 4h）
　“A Glass of Milk”【Anonymous】
〇 Appreciating Masterpiece （外 , 3p, 0h）
　“I’ll Always Love You”【Hans Wilhelm, “I’ll Always Love You”】

SS2
（164）

〇 Reading 1（外 , 3p, 4h）
　“Gon, the Little Fox”【新美南吉「ごん狐」】

NC2
（186）

〇 Lesson 1 （内 , 10p, 8h）
　“Peter Rabbit”【Beatrix Potter, �e Tale of Peter Rabbit】
〇 Reading for Fun 1 （外 , 4p, 3h）  “A Pot of Poison”【「附子」（狂言）】
〇 Reading for Fun 2 （外 , 4p, 3h）
　“�e Little Prince”【Antoine de Saint-Exupéry, “�e Little Prince”】

OW2
（178）

〇 Reading 2 （外 , 5p, 5h）
　“Stone Soup”【Marcia Brown, “Stone Soup” （フランス昔話）】
〇 Further Reading （外 , 5p, 5h）  “Somebody Loves You, Mr. Hatch”
　【Eileen Spinelli, “Somebody Loves You, Mr. Hatch”】

HWG2
（190）

〇 Let’s Read 1 （外 , 4p, 3h）
　“Sukh’s White Horse”【大塚勇三「スーホの白い馬」（モンゴル昔話）】



7

中学校英語検定教科書における文学教材と教職課程「英語文学」の授業

BS2
（150）

〇 Let’s Read （外 , 6p, 5h）   “�e Zoos”【「動物園」（落語）】

計 中学２年生英語教科書総頁数　：1,030
上記の内、物語教材の総頁数    ：      48

Note. 各英語教科書をもとに筆者作成。

表5　中学3年生英語教科書の中の物語教材

書名
（総頁）

〇掲載箇所（単元内外 , p=配当頁 , h=配当時間）
　物語教材タイトル【出典】

NH3
（162）

〇 Let’s Read 1 （外 , 4p, 4h）
　 “A Mother’s Lullaby”【大野允子・山中冬児「かあさんのうた」】
〇 Appreciating Masterpiece （外 , 3p, 0h）
　“�e Letter”【Arnold Lobel, “�e Letter”】

SS3
（164）

〇 Reading 1 （外 , 6p, 5h）
　“Faithful Elephants”【土家由岐雄「かわいそうなぞう」】
〇 Further Reading 2 （外 , 6p, 6h）
　“Library Lion”【Michelle Knudsen, “Library Lion”】

NC3
（178）

〇 Reading for Fun 1 （外 , 4p, 3h） 
　“Zorba’s Promise”【Luis Sepulveda, “Zorba’s Promise”】
〇 Reading for Fun 2 （外 , 4p, 3h）
　“A Present for You”【O. Henry, “�e Gi� of the Magi”】

OW3
（178）

〇 Tips③ for Readinga　（外 , 1p, 1h）
　“�e Great Turnip”【ロシア昔話】
〇 Further Reading 1 （外 , 4p, 4h）
　“Painting the Fence”【Mark Twain, �e Adventures of Tom Sawyer】

HWG3
（190）

〇 Let’s Read More （外 , 3p, 3h）
　“�e Adventures of Tom Sawyer”【Mark Twain, �e Adventures of Tom Sawyer】

BS3
（150）

〇 Let’s Read 1 （外 , 4p, 4h） 
　“�e Last Leaf”【O’ Henry, “�e Last Leaf”】

計 中学3年生英語教科書総頁数　：1,022
上記の内、物語教材の総頁数　 ：      39

Note. 各英語教科書をもとに筆者作成。
a文章の流れを意識しながら読むことを目指し、作品を詳細に扱っていない。

中学校英語教科書全体に占める物語教材は、ごくわずかである。3学年計18冊の総頁数 3,108に対
して、物語教材は計126頁（4％程度）である。また、単元内で扱われている物語教材は2件にとど
まり、大多数の物語教材が単元外の読み物教材として扱われている。中には巻末に本文のみが掲載

され、配当時間がない物語教材もある。現在、中学校英語教科書は、説明文や意見文、対話文を主

に掲載している。わずかな分量しか与えられていない物語教材の利点を最大限引き出す能力育成が、

「英語文学」の授業では求められているのと言えるだろう。2）

　以下では、外国語教育における物語の意義を指摘した先行研究を振りかえった上で、中学校英語

教科書における物語教材は、その利点を生かす状況にあるかを分析していきたい。
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4．外国語教育に物語を活用する意義と課題

4.1	 物語を活用する意義

　これまでに様々な研究者が、言語習得上、物語が果たす役割に注目してきた。例えば Vale & 
Feunteun （1995）は「物語は、子どもたちの言語の発達に重要な役割を果たし、喜びを与える源に
もなる」と指摘する（p. 40）。Cameron（2001）は「[子どもたちは ]非常に早い段階から物語に触れ、
物語の世界に参加し、自ら物語を作り出す能力を身に付けるようになる」と述べて、第一言語習得同

様に第二言語習得においても物語は有益だと主張する（p. 55）。Wright（2008）も「物語は動機付けの
役割を果たし、記憶に残り、豊かな言語体験を提供する」として物語が学習者の言語習得に果たす

意義を指摘する（p. 4）。物語が形成する豊かな文脈に注目する研究も多く、例えば Ellis & Brewster 
（2014）は「絵本は、繰り返し起こる出来事や、記憶に残る文脈を通して言葉を伝えるため、外国語
への理想的な導入になる」と主張する （p. 6; 同様の指摘は Ghosn, 2013; Pinter, 2017; Trelease, 2013
にも見られる。以上の日本語訳は筆者による）。

　物語をはじめとする文学作品には、読者が解釈を加える余地が多く残されている点も指摘されて

きた。時代を遡ると、Rosenblatt （1978）は読者反応批評の立場から“e�erent reading”（テクストに
書かれた情報をもとに客観的な解釈を引き出すための読み）と“aesthetic reading”（テクストの内容
と個人の経験を照らし合わせながら主観的な解釈を行う読み）を呈示し、後者の読みは文学作品の

方が実現しやすいとした（pp. 22-47）。最近の研究に目を向けると、物語が活発なやり取りを促す点
から論じた Ahlquist & Lugossy（2019）は、「物語は、学習者が互いに共感を覚え、安心して英語を
話したり意見を言ったりすることが出来る、親しみやすい環境を作り出す」と指摘している（p. 187、
日本語訳は筆者による）。

4.2	 英語授業で物語教材を用いる際の課題

　4.1では、物語が外国語教育に与える意義を説く先行研究を概観した。一方、日本の英語教育で
は、物語教材をはじめとする文学教材の利点が理解されながらも、同教材の課題も指摘されてきた。

例えば荻野（1998）は、自らの授業実践を振り返って「文学作品を、英文法や語句を教えるための教
材としてとらえ、『教え込んで』しまった」、「選んだ作品が生徒のレベルを超えていた」、「作品の内

容自体がおもしろくなかった」と述べている（p. 11）。また、筆者が中・高等学校の教員を中心に意
見を聞いた結果によると、文学教材の利点として「表現が豊かである」、「背景知識を増やすことが

出来る」、「生徒たちの生き方に良い影響を与える」、「読む喜びを得られる」ことがあげられた一方

で、欠点として授業準備の段階で「教員に負担がかかる」、文学教材の内容に対して「生徒に興味を

持たせることが難しい」、「文学作品には難解な単語や表現が含まれる」、「文学作品に関連した活動

を行うことは難しい」点などがあげられた。3）教職課程の「英語文学」の授業では、物語教材をはじめ

とする文学教材の利点を示すだけではなく、これらの課題への対応も検討する必要があるのではな

いだろうか。
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　本節では、物語が言語習得の上で果たす利点を概観した。その上で、物語教材を含めた文学教材

を活用する上での課題も示した。次節では、中学校英語教科書に再び目を向けて、これらの中で物

語教材がどのように扱われているのかを検討していく。その際、コア・カリキュラムで示された3
つの学習項目（表1参照）とこれらに付された解説に言及しながら、物語教材の主要構成部分である
本文と問いに注目したい。4）

5．中学校英語教科書における物語教材と「英語文学」学習項目（1）―本文を中心に

5.1	 物語教材と「文学作品における英語表現」・「英語で書かれた代表的な文学」

　「英語文学」の授業において、コア・カリキュラムが扱うべき学習項目の1つにあげているのは「文
学作品における英語表現」である。同項目に付された解説は、「英語で書かれた文学作品を読んで理

解することを通して、読解力を向上させるとともに、多様な英語表現を学ぶこと」を推奨している

（東京学芸大学, 2017, p. 115）。さらに、コア・カリキュラムは「英語で書かれた代表的な文学」を学
習項目としてあげ、「英語で書かれた代表的な文学について、歴史的背景を含めて理解すること」と

解説を加えている（東京学芸大学, 2017, p. 115）。
　実際、中学校英語教科書はどのような「英語で書かれた文学作品」・「英語で書かれた代表的な文

学」を用いているのだろうか。表3-5が示すように、英語圏でなじみ深い作品が一定数採用されてい
る。Lewis Carrollの�rough the Looking-Glass （NC1）、Beatrix Potterの�e Tale of Peter Rabbit 
（NC2）、O. Henryの“�e Gi� of the Magi”（NC3）と“�e Last Leaf”（BS3）、Mark Twainの�e 
Adventures of Tom Sawyer （OW3; HWG3）が掲載されている。作品を詳細に扱わないとは言え、
James Barrieの Peter Pan，Lyman Frank Baumの�e Wonderful Wizard of OZを扱う教科書もあ
る（いずれも NH1）。一方、これらの作品は、学年に応じて平易に書き換えられたいわゆるリトー
ルド（retold） 版である。
　これらのリトールド版では、どの程度原文と異なる英語が用いられているのだろうか。Twain作
�e Adventures of Tom Sawyerを例にして検討したい。中学3年生対象の2種類の教科書が、この作
品の同じ場面を採用している。この場面では、主人公トムが塀にペンキを塗る面倒な仕事を、巧み

な知恵を使って友だちに請け負わせる。以下はトムと友人ベンのやり取りである。1と2は中学校教
科書、3は原文である。

1. Ben said, “Hello!  You are in trouble.”  No answer.  Tom was concentrating.  Ben became 
curious.  “You have to work today?” he asked.  “What do you mean?  Work?”  Tom said 
with a surprised look.  “I’m enjoying it!  How o�en does a boy get a chance to paint a 
fence?”  （OW3, p. 100）

2. Ben said, “Hello, you have to work, right?”  Tom turned suddenly.  “Oh, Ben, is it you?  I 
didn’t see you.”  “I’m going swimming,” said Ben.  “Do you want to go with me?  Or would 
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you rather work?”
 　　Tom said, “What do you mean?  Work?”  “�at is work,” said Ben.  “It may be work 

and it may not be,” replied Tom.  “But it is �ne for Tom Sawyer.  “Do you mean that you 
enjoy it?”  “Enjoy it?  Does a boy have a chance to paint a fence every day?”  （HWG3, p. 
135）

3. Ben said: “Hello, old chap, you got to work, hey?”
 Tom wheeled suddenly and said: “Why, it’s you, Ben! I warn’t noticing.”
 “Say̶I’m going in a-swimming, I am.  Don’t you wish you could? But of course
 you’d druther work̶wouldn’t you? Course you would!”
 　　Tom contemplated the boy a bit, and said: “What do you call work?”
 　　“Why, ain’t that work?”
 　　Tom resumed his whitewashing, and answered carelessly: “Well, maybe it is, and 

maybe it ain’t.  All I know, is, it suits Tom Sawyer.”
 　　“Oh come, now, you don’t mean to let on that you like it?”
 　　�e brush continued to move.
 　　“Like it? Well, I don’t see why I oughtn’t to like it.  Does a boy get a chance to whitewash 

a fence every day?”　（Twain, 1884）

　リトールド版（1と2）と原文（3）が示す主旨は、ほぼ同じである。上記引用場面では、トムが、
ペンキ塗りは滅多に経験できることではないから、「仕事」としてではなく「好き」でやっていると

言い、ベンがペンキ塗りに対して興味を持ち始めている。一方、原文はリトールド版よりも詳細に

場面を描写し、後者にはない表現を用いている。例えば“I warn’t noticing” （OED第2版によると
“warn’t”は“wasn’t”の方言）や“you’d druther work” （OED第2版によると“druther”は“would 
rather”の方言が変異した表現）は、Tom Sawyerの舞台となっているアメリカ南部周辺地域で話さ
れる英語の多様性を反映している。原文は、方言を用いることを通して登場人物が置かれている状

況や、時代背景を描き込んでいる。リトールド版だけを、教職課程「英語文学」の授業で用いるなら

ば、作者が示そうとしたこのような背景を十分理解することは難しいだろう。

　また、この場面はペンキ塗りを「仕事」と見なすか「好ましい」機会と捉えるかが軸になって展開

しているが、原文ではベンの気持ちの変化が斜体（you’d druther work、ain’t that work、you like it?）
に込められている。このような微妙な心情の変化がリトールド版では示されることがなく、単純な

やり取りが繰り返されるため、ベンの心変わりを読者自らが細やかに解釈する機会が失われている

と言えるだろう。

　コア・カリキュラムの学習項目「文学作品における英語表現」が説明するように、教職課程の「英

語文学」の授業で履修者の「読解力を向上させ」たり、「多様な英語表現」を学んだりすることを目指

すのであれば、原文講読が必要であろう。原文を通して作品の背景を含めた理解が深まり、原文と教

科書掲載のリトールド版の比較を通して元の語彙や表現はどのように書き換えられ、どのような効果

を上げている（または上げていない）のかなどの点について検討することが可能になるからである。
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5.2	 物語教材と「文学作品から見る多様な文化」

　さらに、コア・カリキュラム「英語文学」の学習項目には、「文学作品から見る多様な文化」が含

まれる。同項目の解説は「それぞれの作品の時代的、社会的、文化的背景や、そこに描かれている

人々の生活や価値観」を学び、「多様な文化への理解を深めること」と説明している（東京学芸大学, 
2017, p. 115）。ここで言う「多様な文化」は、大多数の人々が英語を母語にする国々にとどまらず、
より幅広い国々の文化を指していることが想定できる。

　それでは、中学校英語教科書に掲載されている物語教材はどのような作品を出典としているのか。

表3-5が示すように、英語圏の文学作品だけに限らず、様々な文化圏の物語が用いられている。日
本昔話（NH1）や狂言（NC2）、落語（BS2）、日本語で書かれた物語や絵本の英訳版（NH1; SS1; SS2; 
NH3; SS3）、中国故事（OW1）、ロシアの作家が書いた作品やロシア昔話（OW1; OW3）、モンゴル
昔話（HWG2）、フランスの作家が書いた作品や昔話（NC2; OW2）、チリの作家の作品（NC3）など
実に多彩である。このように様々な国々の物語を掲載している背景には、『中学校学習指導要領解説

外国語編』において、「『物語』は，世界各国に様々なものがあるが、選択に当たっては、生徒の発達

の段階や興味・関心に応じたもの、様々な考え方などが含まれているものなどを適切に取り上げる

ことが考えられる」と示された点があるだろう（文部科学省, 2017, p. 98）。ここで記された「様々な
考え方」に触れる上でも、「英語文学」の授業では、英語圏の作品に偏ることなく多様な文化を踏ま

えた英語作品を扱い、教職課程の段階で異なる文化への興味関心を高めることも大切であろう。

6．中学校英語教科書における物語教材と「英語文学」学習項目（2）―問いを中心に

6.1	「文学作品における英語表現」・「文学作品から見る多様な文化」・「英語で書かれた代表的な文
学」と問い

　コア・カリキュラムの学習項目「文学作品における英語表現」の解説は「『読むこと』の教材」とし

て、「文学作品を利用する可能性を考えたり、文学作品を利用した教材作成」をしたりすることを薦

めている（東京学芸大学, 2017, p. 115）。また、「文学作品から見る多様な文化」の解説は、「中・高
等学校における『異文化理解』の教材として文学作品を利用する可能性を考えたり、文学作品を利

用した教材作成をするなど」の活動を提言している。さらに「英語で書かれた代表的な文学」の解説

は、「学んだ内容をもとにディスカッションをしたりエッセイを書いたりすることで、思考や感情を

共有し学び合うこと」を推奨している（東京学芸大学, 2017, p. 115）。
　4.1で引用した Ahlquist & Lugossy （2019）が指摘するように、物語は学習者各自が意見を持ち、双
方向的なやり取りを行う上で利点を持つ。この利点を生かす教材を作成するためには、本文の基礎

的な理解にとどまらず、多彩な意見を引き出す問いが欠かせない。なぜならば先述した Rosenblatt 
（1978）が主張するように、物語の読み手は主観的な解釈を持ちやすいため、これらを共有する機会
を持つことによって、学習者は他者の多様な解釈に触れて自分自身の考えを深める機会を持つこと

が出来るからである。5）
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6.2	 問いに関する先行研究と、物語教材の問いを分析するための型

　近年、問いが持つ役割が注目されている。例えば、現行の学習指導要領が「主体的・対話的で深

い学び」を重視していることを踏まえて、国語教育の見地から論じる松本（2018）は、物語教材を
扱う際は「問いの質が問われる」と指摘する（p. 3）。また、田中（2011）は、物語を用いた英語授業
では「文字通りの意味をとらえただけでは、物語文の持つ面白さを味わわせること」は難しいと捉

え（p. 52）、物語を教材化した場合に問うべき例を紹介している（p. 53）。具体的には、「物語文での
推論発問のパターン例」をあげて、「A 行動の目的や意図を推測させる」、「B 場面や状況を推測させ
る」、「C人物の心情や性格を推測させる」、「D 行動や出来事の結果を推測させる」、「E テキストに
はない行動や言葉を推測させる」、「F テキスト全体の主題を推測させる」のように発問を6種類に分
類している（田中, 2011, p. 53）。
　さらに、教師から与える問いばかりではなく、学習者自ら問いを考える重要性が、国内外で指摘

されている。例えば Berger & Foster （2020）は「問いを立てる力は、生徒たちが自分自身の問いに
所有権を持つときに発揮される」という立場から（p. 116）、「生徒たちは自分自身で問いを作成する
方法を学ぶ機会を持つべきだ」と述べている（xv、以上の日本語訳は筆者による）。さらに、月刊誌
『英語教育』は2023年3月号で「やり取りを続ける・読みを深めるために児童生徒の『質問力』を育
てよう」という特集を組んだ。同特集で弓削（2023）は、リーディング指導において生徒自ら発問を
作成するまでのプロセスを紹介している（p. 37）。
　それでは、物語教材に対して中学校英語教科書はどのような問いを用意しているのだろうか。各

教科書の問いを分析するためには、分析の枠組みが必要だろう。従来、外国語教育では、多くの種

類の問いが提唱されてきた。「表示質問（display question）」や「参照質問 （referential question）」、
「個人的質問（personal question）」は、中でもよく知られた例と言える（白畑 et al., 2019, pp. 86-87）。
Reading研究の見地から6タイプの問いを示した Nuttall（2005）、授業実践の立場から「発問のタイ
プ」を提案する田中・田中（2018）など、多彩な問いの型をあげることができる。一方、これらは指
導者が与える問いを念頭に置いているため、「英語文学」の履修者が自ら問いを作成したり、教壇に

立った際に中学生に問いを作らせたりする場面を想定すると、使用しやすい作問の型とは言い難い。

　そこで本稿は、問いを分析する際の枠組みとして、Question Answer Relationships（以下 QAR）
を援用したい。QARは、米国の小学生が読み書き能力を高めるために考えられた問いの型で、問
いを2種類（“In the Book”と“In My Head”）に大別し、これらをさらに2種に細分化する。“In the 
Book”タイプの問いは、問いに対する答えがテクストにはっきり示されている問いを指す。この枠
組みには、“Right �ere”（問いに対する答えが、本文の1か所から見つけられるタイプ）と、“�ink 
& Search” （本文の複数個所から情報を得る必要があるタイプ）が含まれる。一方、“In My Head”
に当てはまる問いは、問いに対する答えがテクストにはっきり示されていない。この枠組みには、

“On My Own”（問いに答えるために、自分の考えや経験を生かす必要があるタイプ）と“Author & 
Me”（問いに答えるために、テクストに示された作者の考えと、自分の考えや経験を関連付けて答え
る必要があるタイプ）が含まれる（以上は Raphael, High�eld & Au, 2006, pp. 22-23参照）。
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6.3	 物語教材に対する問いの型

　上記で示した QARを枠組みにして、中学校英語教科書に掲載された物語教材の問いを学年ごと
に分析すると、図1-3の結果になる（詳細は Appendices参照）。QARの枠組みで分類ができなかっ
た場合（音声教材を聞く際の注意点を示したり、物語を踏まえて劇を演じる指示を与えたりするな

ど）は、その他（Others）として分類した。全体に占める割合（％）を示す際は、小数点3位以下を
四捨五入した。

教科書会社ごとに多少の差異は見られるが、図1-3が示すようにどの学年でも、教材に書かれたこ
とに基づく問い（“In the Book”タイプ）が大半を占める。

図2　中学2年生・物語教材の問いの型

図3　中学3年生・物語教材の問いの型

図1　中学1年生・物語教材の問いの型
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　このように、問いに偏りが生じているのはなぜだろうか。『中学校学習指導要領解説』は「読むこ

と」で扱う内容として、本文の「概要を捉える」ことをあげ、文章全体を読んで「一語一語や一文一文

の意味など特定の部分にのみとらわれたりすることなく、登場人物の行動や心情の変化、全体のあ

らすじなど、書き手が述べていることの大まかな内容を捉えること」としている（文部科学省, 2017, 
p. 21）。「読むこと」において「大まかな内容」把握を目指す方針は、教科書本文に書かれた内容に基
づく問い（“In the Book”タイプ）が、生徒自身の考えを生かす問い（“In My Head”タイプ）を上回
る結果に反映されている。

　一方、コア・カリキュラムの学習項目「文学作品における英語表現」や「文学作品から見る多様な

文化」が求める教材作成を行う上で、教科書本文に書かれた内容を踏まえた問いだけでは、本稿第4
節で示した物語が持つ利点を十分に引き出すことは難しいのではないか。さらに、同学習項目「英

語で書かれた代表的な文学」で示される学習者同士の意見や感情の共有も、「大まかな内容」に関す

る問いだけでは、物語教材の利点を十分生かすことは困難であろう。

　物語教材の利点を活用する上で、学習者一人ひとりが、作者の主張をどのように捉え、どのよう

な考えを持つのかを引き出す問いが欠かせない。「英語文学」の授業では、教科書が与える問いを批

判的に捉え、物語教材を用いる意義が十分に生かされるように、“In the Book”と“In My Head”タ
イプの問いを両方作成する練習を取り入れたらどうだろうか。

7．まとめと今後の課題

　本稿は、中学校英語教科書に掲載されている物語教材を分析した上で、その結果を教職課程「英

語文学」の学習内容に反映することを試みた。最後に、コア・カリキュラムで示された学習内容を

踏まえて、「英語文学」の授業で扱いたい項目をまとめる。想定する授業科目は、限られた単位数を

通して「英語文学」を学ぶ授業（文学系以外の学部など）、または入門的な位置づけの「英語文学」の

授業（初年次対象）である。9と10は、応用的な学習項目として示したい。

1． 『中学校学習指導要領』で示された読解教材（文学教材の位置づけを含む）
2． 中学校英語教科書で用いられている文学教材
3． 文学作品の原文講読、及び原文とリトールド版の比較（物語中心）
4． 英語圏及び英語圏以外の文学作品（物語中心。主要作品・主要場面の講読など）
5.  物語を通して考える異文化
6． 物語の主な特色（物語教材の利点と課題を含む）
7． 問いの種類と立て方（“In the Book”と“In My Head”を含む）
8． 中学校英語教科書に掲載されている文学教材の批判的分析（物語教材中心）
9． 受講者自身が物語を選定、これを踏まえた教材作成
10． 9.を用いた模擬授業と相互評価

　文学作品は、これを生み出した豊かな文化を背景として、時空を超えて受け継がれてきた。文学
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作品の洗練されたことばを味わい、作者の思いを十分に受け止め、想像力及び創造力豊かな教員を

養成する上で、「英語文学」の授業には何ができるのか。限られた授業単位数では網羅できない点を、

どのように扱えばよいのか。高等学校英語検定教科書における文学教材分析を含めて、今後、引き

続き検討していきたい。

註
 1） いずれも延べ数。文部科学省（2023）は、同一機関であっても別 に々中・高の免許取得機関として計上している。
資料には通学課程・通信課程両方を含む。

 2） 物語教材をはじめとする文学教材は、1990年代以降、中学校英語教科書から減少して現在に至っている。
その経緯は、以下の拙書で説明している（髙橋 , 2015, pp. 13-16及び pp. 33-38）。

 3） 筆者は、2008年から2011年にかけて中・高等学校英語教育に携わる教員を主な対象としてワークショップを
行い、物語教材をはじめとする文学教材を授業で用いる際のメリットとデメリットに関する意見共有を行った。本
稿は、その際に参加者から示された文学教材の利点・欠点を踏まえている（髙橋 , 2015, pp. 246-252参照）。
なお、髙橋（2015）では、文学教材の利点と欠点を英語で記したが、本稿では新たに訳出した。

 4） 中学校英語教科書の各単元に掲載されている読解教材には、本文と問い以外にも、教材説明、新出語彙、
基本文や文法説明などが含まれる。一方、表3-5で示した通り、物語教材の多くが単元外で扱われているため、
本稿では本文と問いに焦点を当てる。

 5）  物語を読んだ後に、学習者同士が意見共有をする大切さを踏まえて開発された教材もある。例えば
Bookworms club: Stories for reading circlesシリーズ（Oxford University Press）は、ディスカッションを進
める上で各学習者が担う役目（例えば Discussion Leaderや Culture Collectorなど）を決めて、Reading 
Circlesを作ることを推奨している。
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Appendices

Appendix A: 中学1年生・物語教材の問いの型
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Appendix B: 中学2年生・物語教材の問いの型
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Appendix C: 中学3年生・物語教材の問いの型


